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辺で放流した 212 個体の追跡では、設置型では表層パヤオに移動してきた 46 個体しか受信され
なかったのに対し、漁船搭載型では 111 個体もの受信が確認された。これらの結果から、浮魚礁
調査における漁船搭載型の有効性が示された。漁船搭載型の利用により、これまで不足していた
中層パヤオの生態情報の提供に貢献し、浮魚礁に滞留する高度回遊性魚類の蝟集メカニズムと滞
留実態の解明に繋がる新たな知見が得られると期待される。 
また、本研究ではカツオを主とした調査を行なったが、他魚種（キハダ）への応用性も示され
た。複数魚種の同時追跡によって魚種間の関係性、ひいては浮魚礁生態系の把握が可能である。
さらに、設置型の調査が困難な他海域への展開も期待されたことから、地域的な調査に加え、海
域を跨いだ回遊調査も期待される。本研究ではバイオテレメトリー用いた浮魚礁研究における新
規調査手法を提供した。そして本研究で示された結果から、浮魚礁周辺における高度回遊性魚類
追跡の応用性や可能性は多岐に渡ることが示され、今後更なる浮魚礁研究へ寄与すると考える。 
